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【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 導 電 層 お よ び 第 ２ 導 電 層 を 含 ん だ 積 層 構 造 を 有 す る 信 号 伝 送 用 基 板 装 置 で あ っ て 、
通 信 素 子 を 差 し 込 む た め の 複 数 の 開 口 部 を 備 え 、 前 記 第 １ 導 電 層 お よ び 前 記 第 ２ 導 電 層 は
、 前 記 開 口 部 に 差 し 込 ま れ た 通 信 素 子 に よ り 前 記 第 １ 導 電 層 と 前 記 第 ２ 導 電 層 と の 間 の 電
圧 を 制 御 さ れ る こ と で 信 号 を 通 信 素 子 の 周 囲 に 広 が っ て 伝 搬 す る 電 圧 変 動 と し て 発 信 さ せ
る も の で あ っ て 、 発 信 信 号 に は 、 次 に 信 号 を 受 け 取 る べ き 通 信 素 子 を 特 定 す る Ｉ Ｄ ま た は
送 信 元 の 通 信 素 子 を 特 定 す る Ｉ Ｄ が 含 ま れ て お り 、 信 号 を 受 信 し た 通 信 素 子 は 、 信 号 に 含
ま れ る Ｉ Ｄ に よ り 自 身 宛 て か 判 定 す る 機 能 ま た は 信 号 の 発 信 元 を 特 定 す る 機 能 を 有 し て い
る の で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 導 電 層 は 、 積 層 構 造 に お い て 前 記 第 ２ 導 電 層 と は 異 な る 高 さ に 形 成 さ れ 、 前 記
開 口 部 は 、 前 記 第 １ 導 電 層 お よ び 前 記 第 ２ 導 電 層 を 、 積 層 構 造 に お い て そ れ ぞ れ 異 な る 高
さ に て 露 出 し て お り 、
　 通 信 素 子 が 前 記 開 口 部 に 差 し 込 ま れ る と 、 前 記 第 １ 導 電 層 お よ び 前 記 第 ２ 導 電 層 の 露 出
部 が 通 信 素 子 の 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 信 号 伝
送 用 基 板 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 開 口 部 は 、 階 段 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 信 号 伝 送 用



基 板 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 導 電 層 お よ び 前 記 第 ２ 導 電 層 は 、 階 段 状 に 形 成 さ れ た 前 記 開 口 部 の 平 坦 部 で 露
出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 信 号 伝 送 用 基 板 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 開 口 部 は 、 テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 信 号 伝 送
用 基 板 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 開 口 部 は 、 筒 状 ま た は 側 面 に 凹 凸 の あ る 筒 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 信 号 伝 送 用 基 板 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 複 数 の 前 記 開 口 部 は 、 所 定 の 間 隔 で 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず
れ か に 記 載 の 信 号 伝 送 用 基 板 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 １ 導 電 層 お よ び 第 ２ 導 電 層 を 含 ん だ 積 層 構 造 を 有 す る 信 号 伝 送 用 基 板 装 置 で あ っ て 、
前 記 第 １ 導 電 層 お よ び 前 記 第 ２ 導 電 層 は 、 前 記 第 １ 導 電 層 お よ び 前 記 第 ２ 導 電 層 に 接 続 す
る 通 信 素 子 に よ り 前 記 第 １ 導 電 層 と 前 記 第 ２ 導 電 層 と の 間 の 電 圧 を 制 御 さ れ る こ と で 信 号
を 通 信 素 子 の 周 囲 に 広 が っ て 伝 搬 す る 電 圧 変 動 と し て 発 信 さ せ る も の で あ っ て 、 発 信 信 号
に は 、 次 に 信 号 を 受 け 取 る べ き 通 信 素 子 を 特 定 す る Ｉ Ｄ ま た は 送 信 元 の 通 信 素 子 を 特 定 す
る Ｉ Ｄ が 含 ま れ て お り 、 信 号 を 受 信 し た 通 信 素 子 は 、 信 号 に 含 ま れ る Ｉ Ｄ に よ り 自 身 宛 て
か 判 定 す る 機 能 ま た は 信 号 の 発 信 元 を 特 定 す る 機 能 を 有 し て い る の で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 導 電 層 は 、 積 層 構 造 に お い て 前 記 第 ２ 導 電 層 と は 異 な る 高 さ に 形 成 さ れ 、 通 信
素 子 に 対 す る 前 記 第 １ 導 電 層 の 接 点 と 前 記 第 ２ 導 電 層 の 接 点 は 、 積 層 構 造 に お い て 同 一 面
に 設 け ら れ 、
　 通 信 素 子 が 前 記 第 １ 導 電 層 の 接 点 と 前 記 第 ２ 導 電 層 の 接 点 と が 設 け ら れ た 面 に 配 置 さ れ
る と 、 前 記 第 １ 導 電 層 お よ び 前 記 第 ２ 導 電 層 の 接 点 が 通 信 素 子 の 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ
る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 信 号 伝 送 用 基 板 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 導 電 層 の 接 点 お よ び 前 記 第 ２ 導 電 層 の 接 点 は 積 層 構 造 表 面 に 設 け ら れ 、 そ れ ぞ
れ の 接 点 は 、 積 層 構 造 の 高 さ 方 向 に 延 び る 導 電 路 に よ り そ れ ぞ れ の 導 電 層 と 接 続 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 信 号 伝 送 用 基 板 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 積 層 構 造 の 表 面 に は 、 前 記 第 １ 導 電 層 お よ び 前 記 第 ２ 導 電 層 か ら 延 び る 導 電 路 の 表 出 部
の 組 が 複 数 存 在 し 、
　 各 組 に お け る 表 出 部 同 士 の 間 隔 は 、 実 質 的 に 等 し く 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ８ に 記 載 の 信 号 伝 送 用 基 板 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 表 出 部 の 各 組 は 、 積 層 構 造 の 表 面 に お い て 所 定 の 間 隔 で 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ９ に 記 載 の 信 号 伝 送 用 基 板 装 置 。
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